
中
村
近

f
さ
ん

品川
口
恨
小
よ
し
さ
ん

件
上
袈
裟
男
さ
ん

j

d

k

円
き
ん

手口竹坊

杉松宮
浦本下，t
ャ タ 安 央
ヨマ 定 Ji
江 さ さ 丁

きん ん H
ん (

JII 

上院原
塩州
尻内田l

七六 J
四 三二

九
二

七
六

宮

川
崎
W

江
さ
ん

緑
が
丘
一
丁
目
(
紬
が
丘
)

清
水
良
子
さ

ん

赤

岐

堀
之
内
り
ゃ
う
さ

A

k

r

土
屋
喜
興
さ
ん

中
央
北
二
丁
目

(新
田
)

滝

沢

勝

さ

ん

金

剛

寺

久
保
山
ふ
志
於
き
ん

宮
塚
素
叫
小
さ
ノ
九

中
央
三
丁
目

(馬
場
町
)

高

野

吉

久

さ

ん

五

加

有

光

治

水

き

ん

大

屋

秋聖子7}f

六八戸
一五 C

六六八
八一五
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市民と市長の日

r r行民と市長の日」を 12月l日出午

前9時から正午ま で、市役所 31;皆市長
室で行います。お気軽におでかけくだ

さし、。

2 ・ 3ページ

主な内容
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農地問題相談日

「農地問題相談J を12月l日w午前
8時30分から正午ミて、市役所 2階以

業委員会事務局て1r~、ます j_;以併に

おてかけください

4ペーシ

5ページ
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:tti::~市制施行60周年
ド記念式典行われる

ロ
町
出

土
￥
+

広川
州
市
制
施
行
六
十
周
年
を
記
念
し
て
、

開
附
十
一
月
五
日
、
午
前
九
時
か
ら
市
役
所

抑
制
六
階
大
会
議
室
で
、
鎌
倉
市
、
出
石
町
、

ベ
上
越
市
と
の
姉
妹
都
市
提
携
調
印
式
典

一

を
、
午
前
十
時
か
ら
市
民
会
館
で
、
六

一
十
周
年
記
念
式
典
と
祝
賀
会
が
行
わ
れ

一

ま
し
た
。

号
姉
妹
都
市
提
携
調
印
式
典
で
は
、
各

紛
市
町
長
、
各
市
町
議
会
議
長
は
じ
め
関

車
係
者
の
皆
さ
ん
が
臨
席
さ
れ
、
厳
串
闘
の

えつ303号一

へ
功
績
表
彰
者
〉

L
5
・
E

Lt
k
ヨ買

J

、、
-可吋
4
1

-

、、

-

ま
し
た
。

六
十
周
年
記
念
式
典
で
は
、
石
井
市

長
が
「
こ
の
記
念
す
べ
き
年
を
次
代
へ

の
ワ
ン
ス
テ
y
プ
と
し
て
、
よ
り
豊
か

な
上
田
市
を
築
き
あ
げ
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
、
そ
の
後
、
多
年
、
市
政
の
各

分
野
で
ご
活
躍
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に

感
謝
の
意
を
表
し
、
上
田
市
表
彰
規
則

じ
よ
り
、
市
政
功
労
表
彰
と
各
部
門
ご

と
に
功
績
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の

隠
は

?
F
怖
w
峠
静
鮒
脚
市
叩
国
防
協
師
"
鯵
ル
吉
宮
、
古
叩
ロ
民
S
省
U

皐
早
、

米
山
基
太
郎
さ
ん

〈教
育
・
文
化
部
門
〉

(
四
十

一
名
)

マ
秋
山
隆
明
さ
ん
マ
浪
純
江
さ
ん
マ

市
木
、
市
花
の
発
表
、
伸
び
ゆ
く
上
目

標
語
、
ポ
ス
タ
ー
入
選
発
表
、
五
十
四

年
五
月
一
日
生
ま
れ
の
人
に
記
念
品
贈

呈
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
当
日
は
、
市
民
会
館
前
広
場
で

常
国

・
房
一
山
し
し
舞
い
が
行
わ
れ
、
多

く
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
す
ば
ら
し
い

舞
い
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。
市
民
会
館
ホ

ー
ル
入
口
で
は
、
長
野
県
華
道
教
育
会

上
田
支
部
の
各
流
派
の
皆
さ
ん
の
生
花

展
が
開
か
れ
、
ま
た
市
役
所
女
子
職
員

に
よ
る
呈
茶
席
も
設
け
ら
れ
、
式
典
に

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
聞
で
、
大
変
好

ザ
古
川
悦
ー
、
ー
し
み
ん
。

土
屋
経
正
さ
ん
マ
手
塚
正
男
さ
ん
マ
手

塚
稔
さ
ん
マ
平
尾
義
雄
さ
ん
マ
藤
沢

紫
朗
さ
ん
マ
星
合
義
雄
さ
ん
マ
細
谷
次

〈功
労
表
彰
者
〉

へ四
十
四
名
、
三
団
体
・
五
十
音
順
)

マ
飯
島
英
子
さ
ん

マ
猪
坂
直
一
さ
ん

マ

遠
藤
恭
介
さ
ん

マ
尾
崎
英
次
さ
ん

マ
笠

原
正
巳
さ
ん

マ
神
林
禎
寿
さ
ん

マ
甲
田

茂
雄
さ
ん

マ
輿
水
一
郎
さ
ん

マ
小
林
軍

治
さ
ん

マ
小
林
賢
蔵
さ
ん

マ
小
林
信
一

さ
ん

マ
小
林
松
太
郎
さ
ん

マ
小
山
喜
太

郎
さ
ん
マ
斉
藤
勝
さ
ん
マ
斉
藤
満
隆

さ
ん
マ
坂
井
文
子
さ
ん
マ
桜
井
喜
金
さ

ん
マ
塩
沢
文
雄
さ
ん

マ
正
村
政
視
さ
ん

守
注
百
司
旧
}
土
八
キ
バ

7
九

円
v
u
B似
院
ゆ
堪
ゐ
C
J九

円V

マ
青
木
正
美
さ
ん
マ
浅
見
千
松
さ
ん
マ

阿
部
一
男
さ
ん

マ
荒
井
貞
雄
さ
ん

マ
荒

井
重
男
さ
ん
マ
井
沢
善
一
さ
ん
マ
石
合

F

‘Ini
--a

'

'
-
E
ニ
ユ
2
3
h
ヨ
E
--E
7
KH
λ戸
ヨ-

合
鈴

木

俊

さ

ん

マ
関
延
雄
さ
ん

マ
関

沢
欣
三
さ
ん

マ
滝

沢

泉

さ

ん

マ
滝
沢

助
右
衛
門
さ
ん

マ
滝
沢
宗
太
さ
ん

マ
竹

内
善
吾
さ
ん

マ
多
田
忠
正
さ
ん

マ
中
村

六
美
さ
ん

マ
西
沢
軍
平
さ
ん

マ
花
里
吉

見
さ
ん

マ
堀

謙

三

さ

ん

マ
松
野
量
平

さ
ん

マ
溝
口
允
雄
さ
ん

マ
宮
坂
昌
永
さ

ん
マ
宮
崎
嘉
平
さ
ん

マ
宮

下

聖

さ

ん

マ
村
上
和
夫
さ
ん

マ
村
松
周
さ
ん
マ

柳
沢
文
軟
さ
ん
マ
山
越
完
吾
さ
ん
マ
山

崎
安
夫
さ
ん
マ
故
山
辺
聖
さ
ん
マ

上
回
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
様
マ
上
田
市

他
町
世
末
梢
肋
間
門
組
問
団
ム
口
紘
一
マ
梓

2
A
A
Z糾
比
守
口
院
町

仇
杭

T
よ
証
明
似
随
時

小
林
武
志
さ
ん
マ
小
林
俊
夫
さ
ん
マ
イ

林
八
郎
さ
ん
マ
小
林
久
男
さ
ん
マ
小
林

好
さ
ん
マ
小
松
庚
さ
ん
マ
小
山
久

記念式典に先だって行われた姉妹都市提携
調印式であいさつする石井市長



主

姉

妹

都

市

提

槻

讃

印

式

典

て

は

名

例
市
町
長
、
各
市
町
品
会
議
長
は
じ
め
同

事
係
身
内
省
さ
ん
が
臨
席
さ
れ
、
厳
粛
の

/

ち・
4

め
で
七
，
、
調
伊
衣

f
事
行
さ
れ

回
畑
山
封
討
門

A
MlS
R
i
--3
『
、

1
1
1
12
1
RI--
，.
1
14
i
'

に
よ
り
、
市
政
功
労
表
彰
と
各
部
門
ご

と
に
功
績
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の

ー
か
締
妹
都
市
表
、
市
民
憲
章
、

ho 

H
A河一

地

方

自

治

部

門

/

(
卜
九
名
)

一

マ
山
本
彦
治
さ
ん

マ
池
旧
新
助
さ
ん

マ

一

石
井
純
子
さ
ん

マ
出
野
義
雄
さ
ん

マ
大

」
/

塚
甚
三
郎
さ
ん
マ
加
々
井
正

一
さ
ん

マ

m
M
金
子
安
川
さ
ん

マ
神
尾
粕

一
さ
ん

マ
小

t
s
-mv 

山
一例
林
と
志
岐
さ
ん

マ
小
林
林
三
郎
さ
ん

マ

司
馬

山
川
般
仲
介
先
次
さ
ん

マ
ば
ぷ
茂

一
郎
さ
ん

マ

仰
川
春
原
新
之
丞
さ
ん

マ
相
馬
き
く
さ
ん

マ

一

m巾
吉
次
郎
さ
ん

マ
本
固
定
二
さ
ん

マ

一

向
品
志
舟
チ
さ
ん

マ
山
極
信
員
さ
ん

マ

だ

米
山
基
太
郎
さ
'
九

円教
育
・
文
化
部
門
〉

(
四
十

一
名
)

マ
秋
山
隆
明
さ
ん

マ
白
州
純
江
さ
ん

マ

紛
品
有
栄
さ
ん

マ
飯

田

桂

さ

ん

マ
池

田
英
雄
さ
ん
マ
池
田
正
臣
さ
ん
マ
石
井

議

一
郎
さ
ん

マ
石

塚

昌

さ

ん

マ
内
久

根
武
さ
ん
マ
川
村
憲
三
さ
ん
マ
工
藤

友
太
郎
さ
ん

マ
久
保
田
義
雄
さ
ん

マ
熊

坂
年
成
さ
ん

マ
倉
沢
善
夫
さ
ん

マ
黒
坂

周
平
さ
ん

マ
佐
藤
真

一
さ
ん

マ
島
田
金

市
さ
ん

マ
清
水
和
雄
さ
ん

マ
白
鳥
一
誠

さ
ん

マ
関

憲

人

さ

ん

マ
関

計

さ

ん

マ
滝
沢
万
二
さ
ん

マ
田

口

要

さ

ん

マ

田
中
豊
雄
さ
ん

マ
土
屋
吉
太
郎
さ
ん

マ

ヘ功
績
表
彰
者
〉

(
百
ナ
+
九
名
・
五
十
音
順
)

え

姉妹都市提携盟約書調印か.行われ、両市町長、両市町議会

議長との間で、かたい握手がかわされました。
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巨
h
'
V
2勺
巨
じ

れ

-

『
Rl
'
A
l--E
F

-
-
E

に
よ
る
呈
茶
席
も
設
け
ら
れ
、
式
典
に

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
聞
で
、
大
変
好

評
で
し
た
。

土
屋
経
正
さ
ん

マ
手
塚
正
男
さ
ん
マ
手

塚

稔

さ

ん

マ
平
尾
義
雄
さ
ん
マ
藤
沢

紫
朗
さ
ん
マ
星
合
義
雄
さ
ん

マ
細
谷
次

男
さ
ん

マ
据

内

泉

さ

ん

マ
堀
内
三
子

さ
ん
マ
松
井
修
さ
ん

マ
松
岡
経
義
さ

ん
マ
松
山
達
郎
さ
ん
マ
筆
村
力
夫
さ
ん

マ
宮
下
哲
之
助
さ
ん

マ
若
林
正
五
さ
ん

マ
渡
部
龍
雄
さ
ん

〈社
会
部
門
〉
(
八
名
)

マ
阿
部
新
太
郎
さ
ん

マ
佐
藤
そ
の
さ
ん

マ
高

野

勇

さ

ん

マ
中
島
義
子
さ
ん

マ

中
村
延
男
さ
ん

マ
宮
本
常
雄
さ
ん

マ
山

崎
忠

一
郎
さ
ん

マ
吉
田
藤

一
さ
ん

〈産
業
部
門
〉
(
百
一
名
)

さ
ん
マ
坂
井
文
子
さ
ん
マ
桜
井
喜
金
さ

ん
マ
塩
沢
文
雄
さ
ん
マ
正
村
一
政
視
さ
ん

マ
菅
沼
市
!
一
夫
さ
'
九
マ
杉
松
進
さ
ん
マ

マ
青
木
正
美
さ
ん

マ
浅
見
千
松
さ
ん

マ

阿
部
一
男
さ
ん

マ
荒
井
貞
雄
さ
ん

マ
荒

井
重
男
さ
ん
マ
井
沢
善
一
さ
ん

マ
石
合

薫
徳
さ
ん

マ
石
井
信
治
さ
ん

マ
板
周
一
朝

雄
さ
ん

マ
上
原
好
安
さ
ん

マ
打
江
弘
門

さ
ん
マ
内
山
昇
さ
ん

マ
梅

原

功

さ

ん
マ
遠
藤
四
郎
さ
ん

マ
岡
安
秀
子
さ
ん

マ
荻
久
保
A
7
朝
平
さ
ん

マ
荻
野
久
和
夫

さ
ん

マ
生
島
一
太
郎
さ
ん

マ
加
藤
英
一

郎
さ
ん

マ
加
藤
今
朝
松
さ
ん

マ
北
沢
梅

子
さ
ん

マ
北
沢
武
治
さ
ん

マ
北
村
義
三

さ
ん

マ
工
藤
善
一
郎
さ
ん

マ
倉
沢
桂
五

さ
ん

マ
黒
沢
盛
忠
さ
ん

マ
小
出
貞
雄
さ

ん
マ
甲
田
一
伊
さ
ん

マ
甲
田
次
郎
さ
ん

マ
甲
田
守
人
さ
ん

マ
児
玉
田
開
平
さ
ん

マ

鉄農上
工業団
所↑為ロ
禄同 l

事E タ
合リ
様 l
V ク
キ朱ラ
式ブ
会様
社マ

上
宮田
里子市

最後に水野上田市姉掠都市提携委員会会長の音頭で、
万才が行われ、めでたく、調印式が終了しました。

小
林
武
志
さ
ん
マ
小
林
俊
夫
さ
ん
マ
小

林
八
郎
さ
ん
マ
小
林
久
男
さ
ん
マ
小
林

好
さ
ん
マ
小
松
庚
さ
ん
マ
小
山
久

雄
さ
ん
マ
斉
藤
佐
五
兵
衛
さ
ん
マ
坂
本

良
介
さ
ん
マ
佐
々
木
平
八
さ
ん
マ
佐
藤

憲
平
さ
ん

マ
清
水
辰
之
助
さ
ん

マ
清
水

義
夫
さ
ん

マ
鈴
木
芳
永
さ
ん

マ
関
口
誠

一
郎
さ
ん

マ
高

遠

亮

さ

ん

マ
竹
内

勇
さ
ん

マ
竹
内
五
作
さ
ん

マ
田
中
計
兄

さ
ん

マ
田
中
国
平
さ
ん

マ
田
中
利
雄
さ

ん
マ
中
沢
喜
四
男
さ
ん

マ
中

野

恵

さ

ん
マ
長
浜
酉
三
郎
さ
ん

マ
中
村
栄
一
さ

ん
マ
中
村
貞
義
さ
ん

マ
中
村
照
雄
さ
ん

マ
中
家
巌
雄
さ
ん

マ
成

沢

滋

さ

ん

マ

南
波
常
樹
さ
ん

マ
西
沢
竹
利
さ
ん

マ
西

山
直
人
さ
ん

マ
野
村
乙
作
さ
ん

マ
箱
山

貴
太
郎
さ
ん

マ
箱

山

茂

さ

ん

マ
橋
詰

藤
雄
さ
ん

マ
馬
場
謙
二
さ
ん

マ
原

金

助
さ
ん

マ
樋

口

勇

さ

ん

マ
樋
口
秀
実

さ
ん

マ
深
草
栄
蔵
さ
ん

マ
福
井
四
郎
さ

ん
マ
北

条

勉

さ

ん

マ
保
刈
興
次
さ
ん

マ
洞
口
文
雄
さ
ん

マ
前
島
雄
之
助
さ
ん

マ
曲
尾
善
人
さ
ん

マ
松
崎
勝
弥
さ
ん

マ

ー丸
山
一

三
さ
ん

マ
丸
山
喜
一
郎
さ
ん

マ

丸

山

忠

さ

ん

マ
三
浦
守
人
さ
ん

マ
峯

村
清
作
さ
ん

マ
宮
崎
定
己
さ
ん

マ
宮
沢

和
民
さ
ん

マ
宮
下
正
義
さ
ん

マ
村
井
四

之
助
さ
ん

マ
室
沢
二
郎
さ
ん

マ
矢
島
栄

一
郎
さ
ん

マ
柳
沢

一
利
さ
ん

マ
柳
沢
幸

七
さ
ん

マ
山
岸
四
郎
さ
ん

マ
山
口
ま
す

の
さ
ん

マ
山
口
道
義
さ
ん

マ
山
崎
二
郎

さ
ん

マ
湯
本
泉
太
郎
さ
ん

マ
吉
田
正
治

さ
ん

マ
和
田
清
美
さ
ん

マ
渡
辺
一
雄
さ

ん
マ
渡
辺
長
作
さ
ん
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上
出
市
民
の
皆

さ
ん
、
は
じ
め
ま

し
て
、
鎌
介
州
市
長

の
渡
辺
隆
で
ご

ざ
い
ま
す
。

先
日
は
、
輝
か

報

し
い
上
田
市
制
施

広

行
六
十
周
年
記
念

一

式
典
に
お
招
き
い

一

た
だ
き
、
身
に
余

mw
る
ご
歓
待
を
た
ま

ゆ
必
必
る

川
制
わ
り
ま
し
た
こ
と

2
岨

和
小
動
を
、
心
よ
り
深
く

幻
組

州
制
感
謝
申
し
上
げ
て

」
、
お
り
ま
す
。

一

私

に

と
り
ま

L

一

て
、
秋
深
ま

っ
た
信
濃
路
で
の
諸
催
事
、

一

そ
こ
で
の
皆
様
方
と
の
ふ
れ
あ
い
、
す

号
べ
て
が
何
物
に
も
代
え
が
た
い
、
す
ぱ

円ぺ
u別

ら
し
い
想
い
出
を
つ
づ
り
、
深
い
感
銘

第

を
与
え
て
く
れ
た
も
の
で
す
。

/

e
T
L
f
、

:nw十
〆

H
a
ニ
H
じ
、
市

市民ぐるみの交流を

えつ

千
九
百
八
十
年
代
の
幕
明
け
に
先

が
け
、
上
田
市
、
出
石
町
の
姉
妹
都
市

提
携
が
実
を
結
ん
だ
今
、
血
は
再
び
両

市
町
民
の
聞
に
よ
み
が
え
り
ま
し
た
。

今
日
を
契
機
と
し
て
、

今
後
、
友
愛
と
信
頼
の

き
ず
な
に
固
く
結
ぽ
れ

更
に
、
教
育
、
文
化
、

産
業
、
ス
ポ
ー

ツ
な
ど

1
E

巾

司

選

ミ

」

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
わ
た

--，

E
E
l
d
-

り
広
く
交
流
が
深
め
ら

れ
、
両
市
町
が

一一
層
飛

躍
発
展
す
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

上
田
市
民
の
皆
さ
ん
、
ど
う
か
末
長

い
友
好
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
み
な
さ
ん
の
ご
多
幸
を
お
祈
り

し
、
お
祝
い
の
こ
と
ば
と
い
た
し
ま
す
。

携
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
こ
と
を
、

心
か
ら
光
栄
に
存
じ
て
お
り
ま
す
。

今
を
去
る

二
百
七
十
年
の
昔
、
宝
永

三
年
、
上
田
城
主
で
あ
り
ま
し
た
仙
石

末
長
い
友
好
を

出
石
町
長

氏
と
出
石
城
主
で
あ
り
ま
し
た
松
平
氏

が
、
相
互
に
お
国
替
え
と
な
り
、
そ
れ

に
伴

っ
て
多
く
の
人
の
交
流
が
な
さ
れ

た
長
き
歴
史
の
つ
な
が
り
を
、
今
、
し

み
じ
み
と
感
ず
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

F
1
F
1
tut
u
t
u
t
uド
4
r
u
r主
4
K
4
J
R
-生い

た
ず
ま
い
が
残

っ
て
い
る
と
同
時
に
、

現
在
は
、
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
た
県

内
第
三
の
中
核
都
市
と
し
て
歩
み
続
け

て
い
ま
す
。

上
越
市
長

植

木

し
か
し
、
上
田
市
の
皆
さ
ん
が
、
上

越
の
海
に
強
い
あ
こ
が
れ
を
抱
い
て
お

ら
れ
る
よ
う
に

、
山
と
海
と

い
う
輿
っ

ム
九
田川
嶋
凶
抗
的
り

+
g
b
h
J
令
、
金
舟

'9
0
F
r
り
，、
，
T
、

佐
町



ら
し
い
想
い
出
を
つ
づ
り
、
深
い
感
銘

第
を
与
え
て
く
れ
た
も
の
で
す
。

/

そ
し
て
、
こ
の
十

J

月
三
日
に
、

市

だ一一(2抑制~~r) 第 803号一え

市
制
施
行
六
十
周
年
を
記
念
し
て
進

一
め
で
き
た
姉
妹
都
市
提
携
は
、
鎌
倉
市

事
(
神
奈
川
県
)
出
石
町

(
兵
庫
県
)
上

広

越

市

(
新
潟
県
)
に
決
ま
り
、
十
一
月

一
五
日
、
姉
妹
都
市
提
携
の
調
印
式
が
行

一
わ
れ
ま
し
た
。

一
と
れ
か
ら
は
、

ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
、

一
産
業
、
経
済
な
ど
の
市
民
交
流
を
と
お

日
し
て
、
多
く
の
人
々
と
の
ふ
れ
あ
い
を

戸。別
大
切
に
友
好
を
深
め
、
お
互
い
に
躍
進

日
し
て
行
き
ま
す
。

年A-
p
h
d
 

円
H
M

Z
か
!

万
ロ

p
h
u
 

鎌
倉
市

(
神
奈
川
県
)

鎌
倉
市
は
、
治
承
四
年
(
一
一
八

O

年
)
源
頼
朝
の
鎌
倉
入
府
以
来
、
武
家

文
化
発
祥
の
地
と
し
て
八
百
年
の
歴
史

を
秘
め
、
海
と
山
に
固
ま
れ
た
美
し
い

自
然
の
中
に
、
鶴
岡
八
幡
宮
、
建
長
寺
、

円
覚
寺
、
露
座
の
大
仏
な
ど
数
多
く
の

文
化
遺
産
が
あ
り
ま
す
。

人
口
十
七
万
余
人
、
戦
後
は
首
都
圏

の
衛
星
都
市
と
し
て
、
商
工
業
の
発
展

も
め
ざ
ま
し
く
、
大
型
庖
、
大
工
場
の

進
出
も
進
ん
で
い
ま
す
。
一

方
、
全
国

的
に
も
、
名
高
い
鎌
倉
彫
や
万
剣
な
ど

の
伝
統
産
業
も
息
づ
い
て
い
ま
す
。
ま

た
、
南
面
に
海
を
持
ち
、
古
く
か
ら
の

魚
中
心
の
漁
業
か
ら
、
の
り
、
わ
か
め

の
養
殖
な
ど
多
角
化
漁
業
へ
の
傾
向
を

深
め
て
い
ま
す
。

上
田
市
と
の
歴
史
的
つ
な
が
り
は
、

鎌
倉
時
代
、
塩
田
に
鎌
倉
幕
府
の
守
護

所
(
塩
田
城
)
が
置
か
れ
、
上
田
の
地

に
鎌
倉
文
化
が
花
聞
い
た
歴
史
的
背
景

が
あ
り
ま
す
。
「
信
州
の
鎌
倉
」
と
し

た
。
ま
こ
と
に
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

両
市
に
は
、
と
も
に
信
濃
と
越
後
の

心
の
ふ
る
さ
と
と
し
て
、
由
緒
あ
る
た

て
知
ら
れ
る
塩
田
平
に
は
、
鎌
倉
時
代

の
文
化
財
が
多
数
現
存
し
て
い
ま
す
。

出
石
町

(
兵
庫
県
)

出
石
町
は
、
室
町
時
代
(
約
五
百
年

前
)
西
国
に
勢
威
を
ふ
る
っ
た
守
護
大

名
山
名
氏
が
、
そ
の
本
拠
地
と
し
て
聞

き
、
そ
の
後
、
小
出
・
松
平
・
仙
石
氏

三
代
五
万
八
千
石
の
城
下
町
と
し
て
栄

え
て
き
ま
し
た
。
今
も
出
石
城
跡
、
宗

主
〉
J

L

A

こ
ろ
ヲ

鏡
寺
、
辰
鼓
櫓
、
出
石
神
社
な
ど
当
時

の
文
化
遺
産
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

人
口
約
一
万
一
千
人
の
城
下
町
で
、

産
業
は
、
農
業
が
中
心
で
す
が
、
急
激

な
経
済
成
長
の
中
で
農
家
人
口
は
減
少

し
、
ほ
と
ん
ど
が
兼
業
農
家
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
事
業
所
規
模
は
小
さ

い
が
、
白
磁
の
優
美
な
出
石
焼
、
出
石

ち
り
め
ん
、
柳
カ
ゴ
な
ど
の
特
産
の
ほ

か
、
電
気
機
械
、
家
具
、
木
材
な
ど
が

重
要
な
位
置
を
し
め
て
い
ま
す
。

上
田
市
と
の
歴
史
的
つ
な
が
り
は
、

越
の
海
に
強
い
あ
こ
が
れ
を
抱
い
て
お

ら
れ
る
よ
う
に
、
山
と
海
と
い
う
異
っ

た
環
境
の
ま
ち
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
姉

辰鼓櫓(出石町)

藩士の登城を知らせたという
やぐら。

宝
永
三
年
(
一
七

O
六
年
)
徳
川
幕
府

の
命
に
よ
る
国
替
え
に
よ
り
、
上
田
の

仙
石
氏
が
出
石
へ
移
封
、
出
石
の
松
平

氏
が
上
田
へ
移
封
さ
れ
上
田
、
出
石
間

に
人
と
文
化
の
交
流
が
行
わ
れ
た
歴
史

的
背
景
が
あ
り
ま
す
。

上
越
市

(
新
潟
県
)

上
越
市
は
、
奈
良
時
代
、
直
江
津
に

国
分
寺
が
建
立
さ
れ
、
越
後
の
中
心
を

な
し
、
戦
国
時
代
は
、
上
杉
謙
信
が
春

日
山
城
を
築
き
、
江
戸
時
代
に
入
る
と
、

春
日
山
城
か
ら
高
田
城
に
中
心
が
移
り

ま
し
た
が
、
人
口
三
万
を
数
え
る
城
下

町
と
し
て
栄
え
て
き
ま
し
た
。

A
7
も、

春
日
山
城
、
安
寿
と
厨
子
王
遺
跡
、
新

り
ま
す
。
上
旧
市
民
の
皆
さ
人
、
亙
だ

け
と
は
い
わ
ず
、
い
つ
で
も
と
う
ぞ
上

位
市
へ
・
お
い
で
く
だ
さ
い
。

水族博物館(完成図・上越市)

日本海側随一のデラックスな水族館と して、
来年 7月完成、オープンする予定です。

鴛
開
基
の
浄
興
寺
な
ど
数
多
く
の
文
化

遺
産
が
あ
り
ま
す
。

昭
和
四
十
六
年
四
月
、
陸
海
交
通
の

要
所
で
あ
る
直
江
津
と
、
文
化
、
商
業

の
ま
ち
高
田
と
が
合
併
し
、
人
口
十
二

万
余
人
の
上
越
市
に
生
ま
れ
か
わ
り
、

限
り
な
い
発
展
を
続
け
て
い
ま
す
。

産
業
は
、
日
本
海
の
良
港
、
直
江
津

港
を
中
心
に
重
化
学
工
業
が
集
中
、
商

業
は
、
新
潟
県
西
南
部
の
中
心
と
し
て
、

商
圏
人
口
二
十
八
万
余
を
数
え
ま
す
。

農
業
は
、
良
質
の
新
潟
米
を
産
し
、
直

江
津
港
を
中
心
に
漁
業
も
盛
ん
で
す
。

上
田
市
と
の
つ
な
が
り
は
、
当
市
小

学
生
の
修
学
旅
行
の
地
と
し
て
、
ま
た
、

市
民
の
海
水
浴
の
地
と
し
て
、
品
目
か
ら

な
じ
み
の
深
い
都
市
で
す
。
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お知らせ

:10月27日、市内を流れる矢出沢川などで、
i約300匹の鯉が放流されました。
i地元自治会の衛生部長さんや手に手にパケ
iツを持った小学生の皆さんによって放され
:た鰻は、川の流れに逆らいながら、勢いよ
iく泳いでいました。

二一一
口一語

聴
覚
障
害
の

えつロ
胞
団F

ま
￥
〒

広

マ
ろ
う
あ
省
の
皆
さ
ん
に
「
緊
急
カ
|

一

ド
」
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。
こ
れ
は
、
ろ

一

う
あ
の
皆
さ
ん
の
日
常
生
活
を
、
少
し

ハ
げ
で
も
便
利
に
し
て
い
た
だ
け
る
た
め
の

川
町
一
ヵ

l
卜
で
、
例
え
ば

H

急
病
で
す
。
一

削
州
・
ん
得
へ
屯
話
し
て
く
だ
さ
い
H

H

耳

7
・・鳴

胤
山
が
問
え
ま
せ
ん
。
苫
い
て
い
た
だ
け
ま

町
宥

/べ
す
か
'
と
苫
い
で
あ
り
ま
す
。

一

マ
耳
の
不
円
由
な
皆
さ
ん
に
「
耳
の
シ

一

ン
ボ
ル
マ

l
ク
」
の
シ

1
ル
を
さ
し
あ

一

げ
ま
す
。
シ

l
ル
に
は

内
耳
が
不
自
由

号

で

す

。
手
招
き
で
呼
ん
で
く
だ
さ
い
H

m
と
バ
い
で
あ
り
ま
す
。
預
金
通
帳
や
診

事
咲
か
に
こ
の
シ
|
ル
を
は
っ
て
お
け
ば
、

〆

S
F
r
ph
m相
勺
d
h
n

，
，e
q・4
胆
4

耳
副t
q
F
-
M
dt
刈
州
，

)3号一

生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
し
て
い
く
上

に
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
権

制
川
明
、
十
'
。

み
な
さ
ん
に
朗
報

で
す
。

対
象
者

l
「
緊
急
カ

l
ド
」
は
、
ろ
う

あ
の
皆
さ
ん
に
、
「
耳
の
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
」
の
シ

l
ル
は
、
身
体
障
害

者
手
帳
を
侍
っ
て
い
て
、
補
聴
器
を

使
用
し
て
も
聞
こ
え
な
い
皆
さ
ん
に
、

無
料
で
さ
し
あ
げ
ま
す
。

申
込
先
・
お
問
合
せ
H
H
福
祉
事
務
所
福

祉

課

(
宮
⑫
四
一

O
O内
線
三
七
五

.
有
線
②

O
七
九

二

市
民
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

「
緊
急
カ

l
ド
」
な
ど
の
提
示
が
あ
っ

た
時
は
、
希
望
さ
れ
る
用
件
に
親
切
に

応
じ
て
く
だ
さ
い
。

十
二
月
六
日
州
市
川
西
社
会
福
祉
セ
ン

タ

l
。

これくらいと思う

油断を火がねらう

「一秋の火災予防週間一「

L11月26日(月)""""'12月2日(日」

冬
の
到
来
と
と
も
に
、
暖
房
器
具
な

ど
火
気
を
使
う
こ
と
が
多
く
な
る
こ
の

時
期
は
、
毎
年
、
火
災
が
多
発
し
て
い

ま
す
。

十
一
月
二
十
六
日
円
か
ら
十
二
月
二

日
間
ま
で
「
秋
の
火
災
予
防
運
動
」
が

行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
市
民

一

人
ひ
と
り
が
防
火
の
心
が
け
を
新
た
に

し
て
火
災
を
防
ぎ
、
貴
い
人
命
や
大
切

な
財
産
を
み
ん
な
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

市
税
な
ど
の
滞
納
処
分
に
よ
る
、
上

田
電
報
電
話
局
管
内
の
電
話
加
入
権
の

公
売
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

と

き

M
M
十
-
一円
同
日

ω午
前
九
時
二

十
分
(
時
間
厳
守
)
に
受
付
け
を
締

一電

言言

の

公

亮

ぃ。

秋の火災予防運動行事日程表

1.団本部による各分団巡視、救護講習会
11月26日(月)

2.宮野鉄工所防災訓練、火災予防宣伝

1.防火管理者資格取得講習会
11月27日伏)

2.エスビー食品上田工場防災訓練、火災予防宣伝

1.防火管理者資格取得講習会
11月28日(水)

2.消防団ブロック別想定訓練、火災予防宣伝

11月29日(木) 1.火災予防宣伝

1.)11東地区 l署 2分署合同訓練
11月30日制

火災予防宣伝

12月1日(上) 1.火災予防宣伝

1.消防団員による一般家庭予防査察
12月2日(日)

火災予防宣伝

と
こ
ろ
リ
市
役
所
四
階
第

一
会
議
室
。

方

法

H
競
争
入
札
。

台

数

日H
当
日
決
定
し
ま
す
。

電
話
債
券
H
H
公
売
に
よ
る
場
合
は
、
債

券
を
質
う
必
要
は
な
く
、
落
札
決
定

後
、
数
日
で
架
設
さ
れ
ま
す
。

公
売
公
告
の
場
所
H
H
市
役
所
、
豊
殿
・

塩
田

・
川
西
の
各
支
所
、
上
国
税
務

署
、
上
小
地
方
事
務
所
。

入
札
参
加
者
U
印
鑑
を
お
持
ち
に
な
り
、

本
人
が
お
い
で
く
だ
さ
い
。
代
理
人

の
場
合
に
は
、
必
ず
、
本
人
自
筆
の

委
任
状
と
代
理
人
の
印
鑑
を
お
持
ち

く
だ
さ

い。

そ
の
他

1
公
売
当
日
ま
で
に
、
滞
納
者

H
m
H

b
H
3
M
y
i
、

は
、
公
売
を
中
止
し
ま
す
の
で
ご
承

知
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
H
H
収
税
課
収
税
係
(
宮
⑫
四

一
O
O内
線
二
四
三

・
有
線
②

O
六

九

二

一
人
権
問
題
で
お
困
り
の
方

一

一

ご

利

用

く

だ

さ

い

一

一
人
権
擁
護

一

一

相

談

所

開

設

一

十
二
月
四
日

ωか
ら
十
日
叩
は

「人

権
週
間
」
で
す
。

人
権
は
、
悲
法
で
保
防
さ
れ
た
権
利

職
業
訓
練
校

(e
O
二
六
二
@
ニ
九

三
三
)
ま
た
は
上
回
公
共
職
業
安
定



制
と
苫
い
で
あ
り
ま
す
。
預
金
通
帳
や
診

第
係
券
に
こ
の
γ
l
ル
を
は
っ
て
お
け
は
、

/

銀
行
や
病
院
な
ど
の
順
番
待
ち
に
便
利

~

生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
し
て
い

く
上

口
汚
に
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
権

回

利

で
す
。

n
6
 

第
人
権
問
題
で
お
困
り
の
万
は
、
次
に

一

よ
り
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
お

一

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

一

〈と
き
・
と
こ
ろ
〉

ト

士

一月
五
日
附
塩
田
解
放
会
館
。

日
可

幻
認

月
物

ロ
便

年
鄭

幻
師
惜

利

3
昭
あ

/
{
¥
 

だ

た
時
は
、
希
望
さ
れ
る
用
件
に
親
切
に

応
じ
て
く
だ
さ
い
。

十
二
月
六
日
同
市
川
西
社
会
福
祉
セ
ン

々
ノ
l
l

。

卜
ニ
月
ヒ
日
制
上
回
西
武
百
貨
席
。

時
聞
は

い
ず
れ
も
、
午
前
十
時
か
ら
午

後
三
時
。

〈お
間
合
せ
〉

生
活
交
通
課
生
活
係
(
宮
⑫
四

一
0
0

内
線
二
七
六

・
二
七
七
)

え

と糖 病ミ

注意しましょう

くづ

尿

健康

入
ノ

ロ
岡
山
F

主
￥
宇広

1
L

一

糖

尿
病
は
、
遺
伝
体
質
、
食
べ
す
ぎ
、

一

肥
り
す
ぎ
、
精
神
的
な
ス
ト
レ
ス
な
ど

一

が
原
閃
で
、
す
い
臓
が
イ
ン
シ
ュ
リ
ン

一

と
い
う
ホ
ル
モ
ン
を
出
す
力
が
弱
る
こ

日

と

に

よ

っ
て
、
食
物
の
中
の
ブ
ド
ウ
糖

ハh
U則

が
、
身
体
の
中
で
利
用
さ
れ
ず
に
、
尿

日

に
出
て
し
ま
う
病
気
で
す
。

伴
摘
尿
病
は
、
は
や
く
見
つ
け
て
は
や

に
d和

く
治
療
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
の
ど

刀
口n

づ
が
か
わ
く
、
全
身
が
だ
る
い
、
皮
世
間
が

一

か
ゆ
か
っ
た
り
で
き
も
の
が
で
き
や
す

一

ぃ
、
指
先
や
手
足
が
し
び
れ
た
り
神
経

げ
桶
を
起
こ
す
、
な
ど
の
症
状
が
で
た
ら
、

一

す
ぐ
に
、
医
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

特
に
、
四
十
歳
に
な

っ
た
ら
、
年
に

一・
回
以
上
の
定
期
的
な
検
査
を
受
け
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

糖
尿
病
を
放

っ
て
お
く
と
、
高
血
圧

や
動
脈
硬
化
に
な
り
や
す
く
、
ま
た
失

明
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

糖
尿
病
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
す
る

に
は
、
ど
う
し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
か
。

一
番
大
切
な
こ
と
は
、
肥
り
す
ぎ
な

い
こ
と
で
す
。
食
べ
過
ぎ
と
栄
養
の
バ

ラ
ン
ス
に
注
意
し
、
適
度
な
運
動
を
し

ま
し
ょ
う
。

次
に
、
か
ぜ
や
肺
炎
な
ど
の
病
気
に

か
か
ら
な
い
よ
う
注
意
す
る
こ
と
で
す
。

ま
た
、
肉
体
的

・
精
神
的
ス
ト
レ
ス

を
避
け
る
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

-
a
E
E
U
E
n
H
U

ヨ4
d

一

一
字
文
J
健

康

診

査

一

一

三

歳

児

一

十
二
月
の
乳
幼
児
、

三
歳
児
健
康
診

査
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。
時
間
は
い

ず
れ
も
午
後

一
時
三
十
分
か
ら
二
時
三

十
分
。
た
だ
し
、
四
・
九
か
月
児
は
二

時
。
母
子
健
康
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ

と

き

H
十
二
月
四
日

ω午
前
九
時
三

十
分
(
時
間
厳
守
)
に
受
付
け
を
締

川

w
nJ
歩
み
十
1
0

し当。乳幼児健康診査日程表

会場 市健康セ ン ター
市温回母子 市川商社会

健康セノター 福祉セ ンター
市 健 康 市I孟田母チ

会場
七 ンター 他'*七 ノター

M 4か月児 9か月児 l議6か月兜 4.9か月児 4.9か月児

I{j， 54年8月 地区 塩回全区
54年8月

54年8J司生 54年3丹生 53年6丹生 生
54年9月生

主サ 51年児
54年3月

54年3月

54年4月 象 51年11月生

児
地区 新市内 旧市内 新市内 旧市内 新市内 旧市内 塩田全区 川西全区

12月 14 日
12月 5日 12日 4日 25日 19日 26日 18 日 13 日

一

三歳児健康診査
日 程

一

着

物

着

付

教

室

一

一

の
受
講
生

一

一

〈勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
〉

一

対

象

H
二
十
九
歳
ま
で
の
働
く
女
性
。

期

間

1
十
二
月
i
三
月
。

コ
ー
ス
H

水
、
木
曜
コ

l
ス
。

定

員

U

各
コ
ー
ス
と
も
十
二
名
。
定

じ
r
E
O
E
3

‘
J
+f

1

そ
がの く
市他だ
悦 11 さ
な公い
ど売
を当
完日
納ま
しで

分、

のL器

重納
活者

員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。

受
講
料

l
二
千
円
。

申
込
先
・
お
問
合
せ
H
H
必
ず
来
館
し
て

申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
上
田
市
勤
労

青
少
年
ホ

l
ム

(
宮
⑫
七

一一

七
)

一
職
業
訓
練
指
導
員
一

一
の
資
格
講
習
受
講
生
一

受
講
資
格

1
同

一
職
種
で
実
務
経
験
十

五
年
以
上
あ
る
人
、
ま
た
は
一
級
技

能
検
定
合
格
者
。

受
講
期
間
H
来
年
一
月
二
十
八
日
聞
か

ら
二
月
二
日
凶
午
前
九
時
か
ら
午
後

五
時
。

申
込
先
・
お
問
合
せ
H
H
十

一
月
二
十
六

日
聞
か
ら
来
年

一
月
十
日
附
ま
で
に
、

上
小
高
等
職
業
訓
練
校
へ
申
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

(
天
神
二
l
四

|
五
五

宮
⑫
二
六
六
六
)

一
職

業

訓

練

生

一

一

〈
長

野

総

合

高

等

一

一

職

業

訓

練

校

〉

一

訓
練
科
目
H
普
通
訓
練
課
程
(
機
械
科
、

電
気
機
器
科
、
木
工
芸
科
)
職
業
転

換
訓
練
課
程

(機
械
科
、
自
動
車
整

備
科
、
木
工
芸
科
、
事
務
科
)

応
募
資
格
H

持
通
訓
練
課
程
は
中
学
校

卒
業
以
上
の
人
、
職
業
転
換
訓
練
謀

程
は
職
業
を
転
換
し
よ
う
と
す
る
人
。

募
集
締
切
り
H

来
年

一
月
十
二
日

ω。

お
問
合
せ

1
干
三
八
O

長
野
市
青
田

四
ー
一一
五
|

一
二

長
野
総
合
高
等

て権
J人週 ー
で権問 ー
かは '---J
b で p
~l :it~ す I
F 法 。(~
Zでプ
:: f呆ル
む防
しさ

主F
F信
flJ 

rL
Mv
l
-
j
 

職
業
訓
練
校
(
台
O
二
六
二
⑬
二
九

三
三
)
ま
た
は
上
回
公
共
職
業
安
定

所

(
宮
⑫
六
三
一
六
三
)

一
電
話
に
つ
い
て
一

一

ヘ

コ

百

民

、

一

一

4
4
広

原

し

一

O
毎
年
十
二
月
に
な
る
と
、
電
話
の
移

転
件
数
が
増
加
す
る
の
で
、
工
事
予
約

は
、
早
め
に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

O
新
築
、
改
築
の
際
に
は
、
電
話
の
配

管
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
、
設
計
時
に
電

話
局
、
設
計
者
、
ま
た
は
電
気
工
事
庖

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

火

葬

炉

増

設

上
田
市
、
東
部
町
、
真
田
町
、
青

木
村
の
組
合
立
大
星
斎
場
で
は
、
国

民
年
金
積
立
金
還
元
融
資
を
受
け
て
、

火
葬
炉
を

一
基
噌
設
し
ま
し
た
。

こ
の
火
葬
炉
の
特
徴
は
、
に
お
い

や
煙
を
再
燃
炉
で
焼
却
す
る
た
め
、

無
煙
無
臭
で
す
。



だ 昭和54年 11月16日一一一一 (8)一

11 納
容税
増煙
者三五
を附
表
彰

市
内
の
中
学
三
年
生
に
、
社
会

学
習
の
一
環
と
し
て
、
日
常
生
活

の
中
か
ら
税
金
の
意
義
を
知
っ
て

い
た
だ
き
、
ま
た
納
税
者
の
納
税
意

識
の
高
掲
を

図
ろ
う
と
、

市
内
の
中
学

三
年
生
に
「
納

税
標
語
」
を

募
集
し
た
と
こ

こ
ろ
、
一
千

百
三
十
点
の

応
募
が
あ
り

ま
し
た
。

慎
重
に
審

査
し
た
結
果
、

次
の
と
お
り

入
選
者
が
き

えつr 第 803号 (盟諸部品~~~，D-一広報

ま
り
、
賞
状
と
副
賞
を
贈
り
ま
し
た
。

〈
税
務
署
長
賞
〉

久
保
田
敦
子
さ
ん
こ
中
)
、
工
藤

克
{旦
さ
ん

(
二
中
)
、
市
川
美
奈
子
さ

ん
(
三
中
)
、
宮
川
浩
さ
ん
(
四

中
)
、
成
沢
正
義
さ
ん
(
五
中
)
、
日

向
康
則
さ
ん

(塩
田
中
)
、
清
水
秀
樹

き
ん

(
川
西
中
)

〈
地
方
事
務
所
長
賞
〉

大
滝
宏
美
さ
ん

(
一
中
)
い
北
沢
恭

子
さ
ん

(
二
中
)
、
森
岡
岳
美
さ
ん

(三

中
)
、
東
方
礼
子
さ
ん
(
四
中
)
、
倉

島
恒
夫
さ
ん
(
五
中
)
、
滝
沢
利
夫
さ

ん

(塩
田
中
)
、
小
山
稔
さ
ん
(
川

西
中
)

〈
市
長
賞
〉

伊
藤
公
彦
さ
ん
、
北
村
靖
子
さ
ん
、

樋
口
武
史
さ
ん

(
以
上
一
中
)
、
大
久

企業者のための有利な融資制度です。

年未資金などにご利用ください。

〈利用範囲〉

①市内に居住し、市税を完納している人。

②市内に庖舗などがある人 。

③同ーの事業を継続して 1年以上行なってい

る人。

④常時使用する従業員の数が30人未満である

こと。

※事業の種類により融資できないものもありま

す。〈例〉風俗営業、娯楽業など。

〈融資の種類・限度額〉

①運転噴金・ 3，500千円以内。

②設備資金・ 7，000千円以内。

③安定資金・ 4，000千円以内。

④小規模企業事業資金・ 3，000千円以内。

※ほかに 7種類あります。

〈返済期限〉

①運転資金 3年以内 ②設備資金 6年以内

※融資の種類により異なります。

〈金利〉

①運転資金6.0%②設備資金6.25%

③小規模企業事業資金5.5%

※融資の種類により異なります。

〈申込方法〉

借入申込書 は市役所商工課にありますので、

商談の上お渡しします。融資の相談は毎月 20

日か ら30日までを中心にfyっています。

〈お問合せ〉

上田市役所商工課商工相談所

公⑫4100内線304

上田市中小企業融資制度1日

保
雅
彦
さ
ん
、
町
田
よ
し
江
さ
ん
、
清

水
綾
子
さ
ん
(
以
上
二
中
)
、
島
形
ま

ゆ
み
さ
ん
、
小
林
敦
さ
ん
、
桜
井
典

「市営自転車置場を l 

もっと利用しよう」
〈上田西武百貨庖第 2駐車場東側・無料〉

市では、 8月下旬、通勤・通学 の皆さんのため

に上回西武百貨庖第 2駐車場の束側を借り、自転

車約120台分のい市営自転車置場前 を設置しました。

現ふ:、 1日40台前後の自転車が置かれており、
まだ80台程置けます。

この自転車置場をも っ と利用し、自転車を駅周

辺に政置しないようご協力 ください。

子
さ
ん
(
以
上
三
中
)
、
片
町
和
也
さ

ん
、
西
沢
礼
子
さ
ん
、
酒
井
和
彦
さ
ん

(
以
上
回
中
)
、
金
井
孝
昭
さ
ん
、
田

中
真
祐
美
さ
ん
、
清
水
英
樹
さ
ん

(
以

上
五
中
)
、
本
木
晴
美
さ
ん
、
中
島
理

枝
さ
ん
、
小
宮
山
淳
子
さ
ん

(
以
上
塩

田
中
)
、
小
泉
信
蔵
さ
ん
、
小
林
業
子

さ
ん
、
間
島
一
徳
さ
ん
(
以
上
川
西
中
)

訂
正
お
わ
び

「
広
報
う
え
だ
」
十
一
月
一
日
発
行

の
第
八

O
二
号
「
お
く
や
み
」
欄
中
、

関

田

香

里

さ

ん

上

塩

尻

五

は

、

関

由

香

里

さ

ん

上

塩

尻

五

の

誤

り

で

し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

L一一一一一
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